

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































東京朝日新聞 1925年 1月 4日記事
な
も
み
は
げ
た
か
二
と
そ
の
類
例
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
報
告
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
国
男
「
妖
怪
古
意
│
言
語
と
民
俗
と
の
関
係
│
」（
一
九
三
四
年
）
は
、
こ
れ
ら
数
々
の
妖
怪
を
解
説
し
て
お
り
、
同
じ
柳
田
編
『
歳
時
習
俗
語
彙
』（
一
九
三
九
年
）
に
は
、
全
国
に
亘
る
類
似
習
俗
が
さ
ら
に
詳
し
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
記
事
よ
り
も
か
な
り
後
に
な
る
が
、
一
九
三
二
年
二
月
二
一
日
（
旧
暦
一
月
一
六
日
）
の
『
秋
田
魁
新
報
』
の
記
事
「
赤
青
黒
の
面
被
り
蓑
を
着
た
夫
婦
鬼
男
鹿
地
方
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」
は
、
土
崎
港
町
に
伝
え
ら
れ
た
同
様
の
唱
え
言
葉
「
庖
丁
コ
、
ト
ゲ
タ
カ
 

ヨ
、
小
豆
コ
、
煮
え
た
か
 

ヨ
」
を
示
す
と
と
も
に
、「
余
ン
ま
り
火
形
を
つ
け
る
と
、
向
こ
ふ
に
見
え
る
男
鹿
か
ら
正
月
十
五
日
の
夜
、
ナ
モ
ミ
ハ
ゲ
と
い
う
鬼
が
来
て
ギ
ラ
 

光
る
庖
丁
で
火
形
を
剥
ぎ
と
り
煮
え
た
小
豆
を
塗
つ
て
行
く
ぞ
」
と
両
親
や
祖
父
母
に
戒
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
ナ
モ
ミ
」
ば
か
り
で
な
く
、「
磨
げ
た
庖
丁
」
や
「
煮
え
た
小
豆
」
の
意
味
も
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
論
の
目
的
は
至
っ
て
単
純
で
あ
る
。「
翁
の
発
生
」（
一
九
二
八
年
）
以
来
、「
ま
れ
び
と
」
を
論
じ
る
折
口
信
夫
が
、
繰
り
返
し
引
用
し
た
の
が
冒
頭
の
記
事
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
一
九
三
〇
年
の
東
北
旅
行
で
折
口
が
示
し
た
「「
な
も
み
は
げ
た
か
」
の
妖
怪
」
へ
の
深
い
思
い
入
れ
や
、
柳
田
国
男
『
雪
国
の
春
』
と
の
間
に
生
じ
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
。
筆
者
の
関
心
は
、
近
代
に
お
け
る
民
俗
学
的
知
識
あ
る
い
は
民
俗
学
情
報
の
普
及
過
程
に
あ
り
、
ナ
マ
ハ
ゲ
は
そ
の
目
的
に
好
適
な
事
例
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
や
情
報
の
普
及
を
考
え
る
際
に
は
、
柳
田
国
男
と
折
口
信
夫
と
い
う
二
人
の
民
俗
学
者
の
役
割
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
折
口
信
夫
と
「
ナ
モ
ミ
」
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
も
み
は
げ
た
か
三
一一
九
三
〇
年
東
北
旅
行
折
口
信
夫
は
一
九
三
〇
年
八
月
二
九
日
か
ら
九
月
一
五
日
頃
ま
で
、
初
の
東
北
旅
行
に
出
か
け
た
。
自
撰
年
譜
に
は
「
従
来
、
仙
台
以
北
へ
行
か
ぬ
旅
癖
を
更
め
て
は
と
の
、
金
太
郎
の
意
見
に
よ
る
」
と
あ
り
、
同
居
し
て
い
た
弟
子
、
鈴
木
金
太
郎
の
勧
め
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
全
集
36：
二
五
）。
こ
の
旅
の
お
よ
そ
の
行
程
は
、
旅
先
か
ら
の
八
通
の
書
簡
と
（
全
集
34：
一
四
一
〜
一
四
四
）、
旅
の
前
半
を
と
も
に
し
た
遠
野
の
佐
々
木
喜
善
の
日
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
（
佐
々
木
二
〇
〇
三：
四
八
三
〜
四
八
四
）。
仙
台
で
喜
善
と
落
ち
合
っ
た
折
口
は
、
花
巻
、
遠
野
、
岩
泉
へ
と
移
動
し
、
八
戸
で
喜
善
と
別
れ
た
後
に
恐
山
を
訪
れ
て
い
る
。
書
簡
の
消
印
の
日
付
に
前
後
が
生
じ
て
い
る
が
、
恐
山
か
ら
下
り
た
折
口
は
、
今
度
は
男
鹿
半
島
に
向
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
月
九
日
、
男
鹿
か
ら
留
守
居
役
の
鈴
木
金
太
郎
と
藤
井
春
洋
に
宛
て
た
船
川
局
消
印
の
絵
は
が
き
に
は
、「
こ
ゝ
は
、
ど
こ
や
ら
、
わ
か
り
ま
す
か
、
と
う
 

来
ま
し
た
。
今
日
午
前
中
に
島
め
ぐ
り
し
て
、
午
後
あ
る
山
に
の
ぼ
り
、
あ
る
潟
を
こ
え
て
、
能
代
港
へ
ゆ
く
つ
も
り
大
分
道
が
多
す
ぎ
る
様
に
思
ふ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
折
口
は
、
船
川
港
か
ら
遊
覧
船
に
乗
っ
た
後
、
本
山
、
真
山
、
あ
る
い
は
一
ノ
目
潟
、
二
ノ
目
潟
な
ど
を
巡
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
得
意
の
な
ぞ
か
け
を
交
え
た
文
章
か
ら
折
口
の
高
揚
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
先
立
つ
九
月
三
日
、
陸
中
野
田
町
の
消
印
が
あ
る
金
太
郎
、
春
洋
宛
の
葉
書
に
も
、「「
な
も
み
は
げ
た
か
は
げ
た
か
よ
」
の
お
面
二
つ
手
に
入
れ
た
。
送
る
。
へ
ん
て
つ
も
な
い
が
、
ち
よ
つ
と
う
れ
し
い
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
折
口
は
喜
び
を
隠
し
て
い
な
い
。
岩
手
県
下
閉
伊
の
安
家
で
入
手
し
た
「
な
も
み
は
げ
た
か
は
げ
た
か
よ
」
の
二
つ
の
面
は
、
す
ぐ
に
東
京
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
折
の
「
東
北
採
集
手
帖
」
に
は
、
二
か
所
に
ひ
ら
が
な
で
「
な
も
み
」
の
語
が
見
い
だ
さ
れ
る
（
全
集
35：
二
四
九
、
二
五
二
）。
面
の
入
手
ば
か
り
で
な
く
、
折
口
は
現
地
で
「
な
も
み
」
の
話
を
聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旅
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
な
も
み
」
や
男
鹿
半
島
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
一
連
の
行
動
で
あ
っ
た
。
な
も
み
は
げ
た
か
四
東
北
旅
行
以
後
、「
ナ
モ
ミ
」
や
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
に
言
及
す
る
際
の
折
口
の
記
述
は
よ
り
詳
し
い
も
の
と
な
る
。
一
九
三
一
年
一
月
の
『
旅
と
伝
説
』
に
収
載
さ
れ
た
「
春
来
る
鬼
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
口
絵
写
真
に
安
家
で
得
た
二
つ
の
「
な
ご
み
た
く
り
」
の
面
を
掲
げ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
面
の
来
歴
や
素
材
、
作
製
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
て
い
る
。「
ま
れ
び
と
」
の
訪
れ
を
説
く
本
文
で
は
、「
な
も
み
た
く
り
」
と
い
う
章
題
を
設
け
て
、『
雪
国
の
春
』
や
、
そ
こ
で
柳
田
が
参
照
し
た
菅
江
真
澄
の
『
遊
覧
記
』、
前
年
二
月
に
活
字
と
な
っ
た
同
じ
真
澄
の
『
奥
の
手
ぶ
り
』
な
ど
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、「
な
も
み
た
く
り
」「
か
せ
と
り
」「
な
ま
は
げ
」「
も
う
こ
」
な
ど
が
同
類
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
流
石
に
今
行
つ
て
見
て
も
、
此
地
で
所
謂
「
な
ま
は
げ
」
の
出
る
村
々
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
青
年
団
長
の
家
│
若
衆
宿
に
、
お
面
が
預
け
て
あ
つ
て
、
其
処
か
ら
出
て
行
く
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
口
絵
写
真
の
解
説
と
も
共
通
し
て
、
東
北
旅
行
で
の
採
集
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
続
け
て
折
口
は
、
小
正
月
の
晩
に
若
衆
が
笊
に
紙
を
貼
り
彩
色
し
た
面
を
被
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
「
鉄
道
省
の
案
内
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
大
正
十
年
頃
の
朝
日
新
聞
」
が
初
め
て
「
な
も
み
た
く
り
」
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
こ
と
、
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
引
用
文
の
傍
点
、
傍
線
は
原
文
通
り
と
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
ま
た
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
）。
抑
抑
な 
も 
み 
た 
く 
り 
と
い
ふ
も
の
が
、
始
め
て
記
録
と
し
て
、
広
く
世
間
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
年
頃
の
朝
日
新
聞
が
、
各
地
の
行
事
を
記
載
し
た
時
に
、
奥
州
に
は
広
く
若
衆
が
顔
に
鍋
ず
み
を
塗
つ
て
出
て
、
な
も
み
は
げ
た
か
。
は
げ
た
か
よ
あ
づ
き
に
え
た
か
。
に
え
た
か
よ
と
呼
ば
つ
て
歩
く
、
と
出
て
居
た
様
に
思
ひ
ま
す
。
（
折
口
信
夫
「
春
来
る
鬼
」『
旅
と
伝
説
』
三
五
号
、
一
九
三
一
年
一
月
、
五
頁
）
「
春
来
る
鬼
」
の
他
に
も
、「
各
地
の
行
事
を
記
載
」
し
た
「
大
正
十
年
頃
の
朝
日
新
聞
」
の
記
事
に
触
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
九
三
一
年
九
月
一
三
日
か
ら
三
日
間
、『
秋
田
魁
新
報
』
に
連
載
し
た
「
男
鹿
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
矢
嶋
獅
子
」
の
談
話
記
事
で
あ
る
。
折
な
も
み
は
げ
た
か
五
口
は
こ
の
記
事
で
も
同
様
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
。
大
正
十
年
の
一
月
頃
で
あ
つ
た
が
東
京
朝
日
で
農
漁
村
の
正
月
元
日
か
ら
小
正
月
へ
か
け
て
行
は
れ
る
珍
奇
な
行
事
を
募
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
自
分
は
そ
の
と
き
、
何
処
で
あ
つ
た
か
│
小
正
月
の
晩
に
カ
ラ
ダ
を
真
黒
に
塗
つ
た
怪
物
が
家
々
へ
闖
入
し
て
老
人
や
子
供
の
怠
け
て
ゐ
る
も
の
を
脅
か
し
て
歩
く
と
い
ふ
話
を
興
味
ふ
か
く
読
ん
だ
の
で
あ
る
そ
の
怪
物
は
肴
を
入
れ
る
や
う
な
ビ
ク
を
腰
へ
提
げ
小
刀
の
や
う
な
も
の
を
持
ち
「
ナ
モ
ミ
は
げ
た
か
、
は
げ
た
か
よ
あ 
づ 
き 
煮
え
た
か
煮
え
た
か
よ
」
と
唱
ひ
な
が
ら
炉
に
く
す
ぶ
つ
て
ゐ
る
老
幼
者
の
脛
に
つ
い
た
火
ダ
コ
│
を
削
り
と
つ
て
し
ま
ふ
の
だ
、
つ
ま
り
さ
う
し
た
怠
け
者
を
励
ま
し
て
歩
く
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
（
折
口
信
夫
「
男
鹿
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
矢
嶋
獅
子
㈠
」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
三
一
年
九
月
一
三
日
）
折
口
は
、
こ
の
あ
と
菅
江
真
澄
に
言
及
し
て
、「
ナ
マ
ハ
ゲ
」「
ナ
マ
ハ
ギ
」「
カ
セ
ト
リ
」「
カ
セ
ギ
ド
リ
」
な
ど
の
「
奇
習
」
が
、
男
鹿
半
島
の
漁
村
ば
か
り
で
な
く
各
地
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。「
近
来
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
鉄
道
省
あ
た
り
で
宣
伝
し
日
本
地
理
大
系
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
有
名
に
な
つ
た
、
其
写
真
を
み
る
と
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
蓑
を
つ
け
て
い
る
、
し
か
し
メ
ン
は
桐
の
木
で
つ
く
つ
た
も
の
や
笊
や
杉
皮
へ
貝
殻
で
目
鼻
を
つ
け
た
も
の
な
ど
い
ろ
 

で
自
分
も
各
地
の
も
の
を
蒐
集
し
て
ゐ
る
が
一
定
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
菅
江
真
澄
な
ど
関
係
す
る
文
献
の
知
識
、
東
北
旅
行
で
自
ら
得
た
知
見
に
加
え
て
、
折
口
が
「
鉄
道
省
あ
た
り
」
の
宣
伝
や
「
日
本
地
理
大
系
」
の
記
事
な
ど
を
通
じ
て
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
や
情
報
に
接
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
す
る
知
識
の
普
及
「
春
来
る
鬼
」
に
い
う
「
鉄
道
省
の
案
内
記
」
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
一
九
二
九
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
鉄
道
省
『
日
本
案
内
記
東
北
な
も
み
は
げ
た
か
六
篇
』
で
あ
る
。
本
書
に
は
、「
な
ま
は
げ
」
以
外
に
も
、「
か
せ
と
り
」「
も
う
こ
」
な
ど
の
「
奇
異
の
仮
装
を
し
た
青
年
」
に
よ
る
行
事
名
が
示
さ
れ
て
い
る
（
鉄
道
省
一
九
二
七：
一
四
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
東
北
地
方
の
類
似
習
俗
を
羅
列
す
る
も
の
で
あ
り
、
笊
や
杉
皮
の
面
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
あ
た
ら
な
い
。
い
ま
ひ
と
つ
の
、
鉄
道
省
の
案
内
書
に
お
け
る
「
生
剥
」
の
記
述
は
、
一
九
二
四
年
九
月
の
『
十
和
田
田
澤
男
鹿
半
島
案
内
』
に
よ
る
も
の
が
先
ん
じ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、『
真
澄
遊
覧
記
』
を
淵
源
と
し
て
、
明
治
期
で
は
狩
野
徳
蔵
『
雄
鹿
名
勝
誌
』（
一
八
八
四
年
）、
さ
ら
に
は
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
や
『
風
俗
画
報
』
の
い
く
つ
か
の
関
連
記
事
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
文
中
に
は
「
村
々
の
若
者
が
、
笊
で
作
っ
た
二
本
の
角
の
あ
る
鬼
面
を
著
け
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
（
鉄
道
省
一
九
二
四：
一
〇
六
）。
発
行
時
期
か
ら
い
え
ば
、
折
口
が
参
照
し
た
可
能
性
は
両
方
に
あ
る
と
い
え
る
。
紙
を
貼
っ
て
彩
色
す
る
と
の
記
述
は
、
こ
れ
ら
の
案
内
書
に
は
見
あ
た
ら
な
い
が
⑴
、『
旅
と
伝
説
』「
春
来
る
鬼
」
の
口
絵
の
写
真
解
説
に
一
部
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
東
北
旅
行
に
お
け
る
折
口
自
身
の
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
男
鹿
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
矢
嶋
獅
子
」
に
言
及
の
あ
る
「
日
本
地
理
大
系
」
の
写
真
と
は
、
正
し
く
は
、
新
光
社
が
刊
行
し
た
『
日
本
地
理
風
俗
大
系
第
四
巻
関
東
北
部
及
び
奥
羽
地
方
』（
一
九
二
九
年
一
一
月
）
の
、
口
絵
と
本
文
に
掲
載
さ
れ
た
二
葉
の
写
真
の
こ
と
で
あ
る
。
一
頁
を
使
っ
た
口
絵
の
写
真
は
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
折
口
の
心
を
強
く
捉
え
た
で
あ
ろ
う
、
迫
力
に
充
ち
た
写
真
で
あ
っ
た
。
本
文
の
記
事
「
男
鹿
の
な
ま
は
げ
」
は
、
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
の
大
橋
良
一
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
（
大
橋
一
九
二
九：
四
一
三
）。
大
橋
は
地
質
学
者
、
地
理
学
者
で
あ
り
、
当
時
、
秋
田
県
内
の
地
誌
に
は
欠
か
せ
な
い
執
筆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
他
方
、
改
造
社
の
『
日
本
地
理
大
系
』
は
、『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』
と
し
の
ぎ
を
削
っ
た
同
時
期
の
出
版
企
画
で
あ
る
。
そ
の
「
奥
羽
篇
」（
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
に
は
、
カ
マ
ク
ラ
は
あ
っ
て
も
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。「
カ
マ
ク
ラ
」
の
項
目
を
担
当
し
て
い
る
の
は
柳
田
で
あ
る
。
昭
和
初
期
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
や
情
報
が
、
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
民
間
に
急
速
に
普
及
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
鉄
道
省
の
刊
行
物
や
一
般
向
け
地
誌
書
、
地
元
で
出
版
さ
れ
た
観
光
案
内
書
、
さ
ら
に
は
郷
土
研
究
者
に
よ
る
報
告
や
エ
ッ
セ
ー
、
新
聞
記
事
、
ラ
ジ
オ
に
な
も
み
は
げ
た
か
七
よ
る
紹
介
や
実
況
中
継
な
ど
を
通
じ
て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
後
半
ま
で
の
間
に
、
ナ
マ
ハ
ゲ
は
一
気
に
全
国
的
な
知
名
度
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
（
八
木
二
〇
〇
九
）。
折
口
が
「
朝
日
新
聞
の
記
事
」「
鉄
道
省
の
宣
伝
」「
日
本
地
理
大
系
」
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
ナ
マ
ハ
ゲ
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
ナ
マ
ハ
ゲ
知
識
の
普
及
を
主
導
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
学
術
だ
け
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
と
も
に
、
民
間
に
広
め
ら
れ
ゆ
く
知
識
や
情
報
に
刺
激
を
受
け
、
暗
示
を
得
な
が
ら
、
た
と
え
ば
折
口
信
夫
の
場
合
は
、
み
ず
か
ら
の
「
ま
れ
び
と
」
に
関
す
る
思
考
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
も
い
え
よ
う
。
折
口
に
よ
る
「
な
も
み
」
の
引
用
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
後
、
一
九
三
四
年
『
秋
田
魁
新
報
』
の
記
事
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
真
澄
の
此
の
記
述
が
世
の
中
に
知
ら
れ
る
や
う
に
な
る
以
前
に
既
に
こ
う
し
た
事
実
を
断
片
な
が
ら
彼
方
此
方
の
地
方
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
聞
い
て
居
た
即
ち
東
北
地
方
の
小
正
月
な
り
あ
る
ひ
は
十
四
日
年
越
し
の
夜
に
行
は
れ
る
行
事
が
か
な
り
の
程
度
迄
一
致
し
て
広
く
行
は
れ
て
居
た
こ
と
で
あ
る
、
こ
れ
を
初
め
て
知
つ
た
の
は
大
正
八
、
九
年
頃
の
東
京
朝
日
の
新
年
風
俗
に
関
す
る
広
告
を
募
つ
た
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
其
後
屢
々
所
謂
「
目
の
よ
る
処
に
珠
」
の
譬
の
通
り
書
物
か
ら
口
頭
か
ら
類
似
の
事
実
の
多
い
こ
と
を
知
つ
た
、
近
年
出
た
日
本
地
理
大
系
に
男
鹿
の
何
の
村
か
の
生
身
剥
の
勢
揃
ひ
し
た
写
真
が
出
て
ゐ
る
な
ん
で
も
な
い
小
さ
な
ス
ケ
ツ
チ
に
過
ぎ
な
い
が
遉
に
尚
古
い
精
神
の
伝
承
が
そ
れ
に
漲
つ
て
ゐ
た
今
後
も
こ
れ
以
上
の
生
き
た
姿
を
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
ふ
、
（
折
口
信
夫
「
秋
田
に
残
る
奇
習
（
春
来
る
鬼
）」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
三
四
年
一
月
六
日
）
「
大
正
八
、
九
年
頃
」
と
い
う
時
期
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
先
の
「
大
正
一
〇
年
」
の
も
の
と
別
個
の
記
事
で
な
く
、
同
一
の
記
事
を
繰
り
返
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
は
た
ら
く
。
正
確
な
年
次
の
提
示
に
、
無
頓
着
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
厳
密
さ
を
欠
く
こ
と
は
、
折
口
の
場
合
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
も
み
は
げ
た
か
八
三
「
翁
の
発
生
」
一
九
三
〇
年
東
北
旅
行
以
前
の
記
述
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
同
年
の
『
民
俗
学
』
に
連
載
さ
れ
た
折
口
の
「
年
中
行
事
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』
記
事
に
言
及
し
て
い
る
。
譬
え
ば
、
信
州
下
伊
那
の
山
奥
か
ら
、
三
河
の
北
山
地
に
か
け
て
は
、
歳
徳
神
が
来
る
以
外
に
、
何
だ
か
訣
ら
な
い
妖
怪
が
や
つ
て
来
る
。
其
為
に
、
別
の
棚
を
も
一
つ
設
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
又
五
六
年
前
の
東
京
朝
日
新
聞
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、
奥
州
で
は
春
に
な
る
と
、
な
も
み
と
言
ふ
化
物
が
、
顔
に
鍋
墨
を
塗
つ
て
、
な
も
み
剥
げ
た
か
。
は
げ
た
か
よ
あ
づ
き
煮
え
た
か
。
に
え
た
か
よ
と
言
ひ
乍
ら
、
家
の
中
へ
を
ど
り
込
ん
で
来
る
と
言
ふ
。
な
も
み
は
手
の
火
だ
こ
の
事
だ
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
あ
づ
き
は
、
何
の
こ
と
か
訣
ら
な
い
。
此
に
就
い
て
は
以
前
に
少
し
書
い
た
事
が
あ
る
が
、
柳
田
国
男
先
生
の
『
雪
国
の
春
』
の
中
に
は
、
真
澄
遊
覧
記
等
の
秋
田
辺
の
化
物
の
記
録
を
す
つ
か
り
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
な
も
み
も
、
初
春
に
来
る
魂
が
、
神
に
な
れ
な
い
で
化
物
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
（
折
口
信
夫
「
年
中
行
事
㈡
」『
民
俗
学
』
二
巻
一
〇
号
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
、
二
〜
三
頁
）
一
九
二
九
年
一
〇
月
、
松
本
市
浅
間
の
本
郷
小
学
校
に
お
け
る
講
演
会
の
筆
録
で
あ
る
。
筆
記
者
の
小
池
元
男
に
よ
れ
ば
、
折
口
の
目
を
通
さ
な
い
ま
ま
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
全
集
⑰
「
解
題
」：
四
五
一
〜
四
五
二
）。「
五
六
年
前
の
東
京
朝
日
新
聞
」
と
当
時
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
も
と
の
記
事
の
掲
載
は
一
九
二
三
、
二
四
年
あ
た
り
の
こ
と
と
推
量
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
記
憶
に
頼
る
発
言
で
あ
ろ
う
。
文
中
で
は
、
家
の
中
に
躍
り
込
ん
で
く
る
妖
怪
は
「
な
も
み
た
く
り
」
で
は
な
く
「
な
も
み
と
言
ふ
化
物
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
あ
づ
き
煮
え
た
か
」
の
意
味
を
折
口
は
説
明
で
き
て
い
な
い
。「
な
も
み
た
く
り
」
の
名
を
現
地
で
認
め
、「
あ
づ
な
も
み
は
げ
た
か
九
き
」
の
意
味
を
確
認
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
一
九
三
〇
年
の
東
北
旅
行
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
溯
る
一
九
二
八
年
三
月
、『
民
俗
芸
術
』
掲
載
の
「
翁
の
発
生
（
承
前
）」
は
、
折
口
が
同
種
の
記
事
に
言
及
し
て
活
字
と
な
っ
た
最
初
の
論
考
と
な
る
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
今
か
ら
四
年
前
の
初
春
で
し
た
。
正
月
の
東
京
朝
日
新
聞
が
幾
日
か
引
き
続
い
て
、
諸
国
正
月
行
事
の
投
書
を
発
表
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
其
中
に
、な 
も 
み 
剥
げ
た
か
。
は
げ
た
か
よ
あ
づ
き
煮
え
た
か
。
に
え
た
か
よ
こ
ん
な
文
言
を
唱
へ
て
家
々
に
躍
り
込
ん
で
来
る
、
東
北
の
春
の
ま
れ
び
と
に
関
す
る
報
告
が
ま
じ
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
私
は
驚
き
ま
し
た
。
先
生
の
論
理
を
馬
糞
紙
の
め 
が 
ふ 
お 
ん 
に
か
け
た
様
な
私
の
沖
縄
の
「
ま
れ
び
と
神
」
の
仮
説
に
ぴ
つ
た
り
し
て
ゐ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
雪
に
埋
れ
た
東
北
の
村
々
に
は
、
ま
だ
こ
ん
な
姿
の
「
春
の
ま
れ
び
と
」
が
残
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
年
神
に
も
福
神
に
も
、
乃
至
は
鬼
に
さ
へ
な
り
き
ら
ず
に
ゐ
る
。
畏
と
敬
と
両
方
面
か
ら
仰
が
れ
て
ゐ
る
異
形
身
の
霊
物
が
あ
つ
た
の
だ
。
こ
ん
な
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
は
や
が
て
、
其
な 
も 
み 
の
有
無
を
問
う
て
来
る
妖
怪
の
為
事
が
、
古
い
日
本
の
村
々
に
も
行
は
れ
て
ゐ
た
微
か
な
証
拠
に
思
ひ
到
り
ま
し
た
。
か 
せ 
・
も 
の 
も 
ら 
ひ 
に
関
す
る
語
原
と
信
仰
が
、
其
で
あ
り
ま
す
。
此
事
は
其
後
、
多
分
二
度
目
の
洋
行
か
ら
戻
ら
れ
た
ば
か
り
の
柳
田
先
生
に
申
し
あ
げ
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
「
雪
国
の
春
」
を
拝
見
す
る
と
、
殆
ん
ど
春
の
ま
れ
び
と
、
及
び
一
人
称
発
想
の
文
学
の
発
生
と
言
ふ
二
つ
に
焦
点
を
据
ゑ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
「
真
澄
遊
覧
記
を
読
む
」
の
章
の
如
き
は
、
彼
「
な
も
み
は
げ
た
か
」
の
妖
怪
の
百
数
十
年
前
の
状
態
を
復
元
す
る
事
に
主
力
を
集
め
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
馬
糞
紙
の
ら 
つ 
ぱ 
は
、
更
に
大
く
し
て
光
彩
陸
離
た
る
姿
と
、
清
や
か
に
鋭
い
声
を
発
す
る
舶
来
の
拡
声
器
を
得
た
訳
な
の
で
す
。
（
折
口
信
夫
「
翁
の
発
生
（
承
前
）」『
民
俗
芸
術
』
一
巻
三
号
、
一
九
二
八
年
三
月
、
一
九
〜
二
〇
頁
）
折
口
は
こ
こ
で
、
投
書
記
事
に
接
し
て
、「
な
も
み
剥
ぎ
の
怪
物
」
と
自
説
の
「
ま
れ
び
と
神
」
と
の
符
合
に
気
付
い
た
驚
き
を
語
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
柳
田
に
伝
え
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
雪
国
の
春
』（
一
九
二
八
年
二
月
）
の
な
も
み
は
げ
た
か
一
〇
柳
田
の
議
論
が
、
自
ら
の
着
想
の
延
長
上
に
あ
る
、
と
い
う
事
実
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
よ
う
に
も
読
め
る
。
こ
の
後
、
繰
り
返
し
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
事
例
の
初
め
て
の
引
用
と
し
て
、
折
口
の
思
い
の
溢
れ
る
記
述
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
時
期
を
溯
り
な
が
ら
五
つ
の
文
章
を
見
て
き
た
が
、
折
口
の
紹
介
し
た
新
聞
記
事
は
す
べ
て
同
じ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
投
書
記
事
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
大
正
期
後
半
に
お
け
る
同
紙
の
正
月
記
事
に
は
、
他
に
類
似
の
企
画
や
報
告
が
見
出
せ
な
い
こ
と
も
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。「
翁
の
発
生
」
の
約
一
年
後
、
当
該
論
文
を
収
載
す
る
折
口
の
『
古
代
研
究
第
一
部
民
俗
学
篇
一
』（
一
九
二
九
年
四
月
）
は
、「
今
か
ら
四
年
前
（
大
正
十
三
年
）
の
初
春
で
し
た
」
と
「
大
正
十
三
年
」
を
括
弧
書
き
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
の
時
期
を
ひ
と
ま
ず
固
定
し
た
（
折
口
一
九
二
九
ｂ：
五
一
八
）。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
東
北
旅
行
以
後
の
折
口
は
、「
大
正
十
年
頃
」「
大
正
八
、
九
年
頃
」
な
ど
と
、
時
々
の
記
憶
の
ま
ま
に
異
な
る
時
期
を
語
り
、
書
き
記
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
折
口
が
何
度
か
触
れ
た
「
顔
に
鍋
す
み
を
塗
」
る
と
か
「
カ
ラ
ダ
を
真
黒
に
塗
」
る
な
ど
の
特
徴
は
、
投
書
記
事
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、「
翁
の
発
生
」
に
も
言
及
は
な
い
。
別
の
記
憶
が
交
錯
し
た
結
果
か
と
思
わ
れ
る
が
、
記
事
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
黒
塗
り
の
「
覆
面
怪
物
」
が
、
折
口
の
記
憶
に
作
用
し
た
可
能
性
も
考
え
う
る
。
四
春
の
ま
れ
び
と
投
書
記
事
の
日
付
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
一
月
四
日
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
古
代
研
究
』
の
「
大
正
十
三
年
」
に
は
一
年
の
誤
差
が
あ
る
。
一
九
二
四
年
か
二
五
年
か
と
い
う
違
い
は
、「
ま
れ
び
と
」
論
の
形
成
に
こ
の
記
事
の
与
え
た
影
響
を
量
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
柳
田
国
男
の
「
海
南
小
記
」
の
旅
（
一
九
二
〇
年
一
二
月
〜
二
一
年
三
月
）
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
折
口
が
沖
縄
旅
行
を
試
み
た
の
は
、
一
九
二
一
年
と
二
三
年
の
夏
で
あ
る
。「
先
生
の
論
理
を
馬
糞
紙
の
め
が
ふ
お
ん
に
か
け
た
様
な
私
の
沖
縄
の
「
ま
れ
び
と
な
も
み
は
げ
た
か
一
一
神
」
の
仮
説
」
と
い
う
よ
う
に
、「
海
南
小
記
」
の
「
八
重
山
の
神
々
の
話
」
に
触
発
さ
れ
た
折
口
は
、
毎
年
同
じ
季
節
に
彼
方
か
ら
訪
れ
来
て
言
葉
を
伝
え
る
神
を
発
見
し
、
こ
れ
を
「
ま
れ
び
と
」
と
し
て
概
念
化
し
た
。
そ
の
最
初
の
論
考
「
呪
言
の
展
開
│
日
本
文
学
の
発
生
そ
の
二
│
」（
一
九
二
四
年
六
月
）
の
中
で
⑵
、
海
を
渡
っ
て
来
訪
す
る
沖
縄
の
神
に
対
比
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
折
口
が
「
内
地
」
に
見
出
し
た
類
例
は
、
当
時
す
で
に
廃
れ
て
い
た
「
節
季
候
」「
万
歳
・
も
の
よ
し
」
な
ど
の
、
祝
言
を
唱
え
て
廻
る
訪
れ
人
で
あ
っ
た
（
折
口
一
九
二
四：
三
八
〜
三
九
）。
そ
れ
は
、
柳
田
が
「
海
南
小
記
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
一
年
三
月
〜
五
月
連
載
）
に
お
け
る
八
重
山
の
「
二
色
人
」
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
初
春
に
吾
々
の
門
に
来
る
春
駒
鳥
追
、
其
他
種
々
の
物
吉
ほ
ぎ
人
と
違
ふ
点
は
」（
四
月
三
〇
日
記
事
）
と
退
け
た
も
の
を
、
逆
に
関
連
づ
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
本
土
の
他
の
民
俗
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
「
な
も
み
は
げ
た
か
」
の
記
事
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い
は
そ
の
半
年
後
で
あ
り
、
初
め
て
折
口
は
、
東
北
の
「
春
の
ま
れ
び
と
」
に
注
目
し
、
そ
れ
が
「
か
せ
・
も
の
も
ら
ひ
」
な
ど
の
既
知
の
民
俗
慣
行
に
通
じ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
説
明
か
ら
は
、「
な
も
み
」
を
手
が
か
り
に
、「
か
せ
と
り
」
の
よ
う
な
民
俗
慣
行
と
、
先
の
「
も
の
よ
し
」
の
よ
う
な
「
春
の
ほ
か
ひ
人
」
と
が
、
折
口
の
い
わ
ゆ
る
「
類
化
性
能
」⑶
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
様
子
を
確
認
で
き
る
。
真
澄
の
昔
も
今
の
世
も
、
雪
間
の
村
々
で
は
「
な
も
み
」
を
「
火
だ
こ
」
と
考
へ
て
ゐ
る
事
は
、
明
ら
か
で
す
。
が
、
火
だ
こ
を
生
ず
る
様
な
懶
け
者
・
か
ひ
性
な
し
を
懲
ら
し
め
る
為
と
す
る
信
仰
は
、
後
の
姿
ら
し
い
の
で
す
。
か
せ
と
り
・
か
さ
と
り
と
も
此
を
言
ふ
様
で
す
が
、
此
称
へ
で
は
、
全
国
的
に
春
の
ほ
か
ひ
人
の
意
味
に
用
ゐ
て
ゐ
ま
す
。
か 
せ 
は
こ 
せ 
な
ど
ゝ
通
じ
て
、
や
が
て
又
瘡
・
く 
さ 
な
ど
ゝ
も
同
根
の
皮
膚
病
の
汎
称
で
す
。
此
を
マ
マ＝
八
木
注
ど
り
に
来
る
の
は
、
人
や
田
畠
の
悪
疫
を
駆
除
す
る
事
に
な
る
の
で
す
。「
な
も
み
は
ぎ
」・「
か
せ
と
り
」
の
文
言
は
形
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
春
の
ま
れ
び
と
の
行
つ
た
神
事
の
な
ご
り
な
る
事
だ
け
は
明
ら
か
に
な
つ
て
居
ま
し
た
。
（
折
口
信
夫
「
翁
の
発
生
（
承
前
）」『
民
俗
芸
術
』
一
巻
三
号
、
一
九
二
八
年
三
月
、
二
〇
頁
）
な
も
み
は
げ
た
か
一
二
「
翁
の
発
生
（
承
前
）」
は
、
山
崎
楽
堂
の
研
究
発
表
（
一
九
二
七
年
一
二
月
二
日
）⑷
と
柳
田
国
男
の
『
雪
国
の
春
』（
一
九
二
八
年
二
月
一
〇
日
発
行
）
の
出
版
の
話
題
か
ら
筆
を
起
こ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
同
じ
頃
に
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
投
書
記
事
と
の
間
に
は
、
三
年
も
の
時
間
の
経
過
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
隙
を
埋
め
る
も
の
が
、
お
そ
ら
く
は
、
一
九
二
九
年
一
月
の
『
民
族
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
で
あ
る
。
自
撰
年
譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
一
月
に
「
日
本
文
学
の
発
生
第
三
稿
」
と
し
て
執
筆
が
開
始
さ
れ
（
全
集
36：
一
七
）、
一
九
二
七
年
一
〇
月
に
草
稿
が
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
折
口
一
九
三
〇
「
著
作
年
月
一
覧
」：
七
）。
こ
の
論
文
は
、
柳
田
と
の
確
執
に
よ
り
『
民
族
』
へ
の
掲
載
が
遅
れ
た
と
さ
れ
る
⑸
。
編
集
に
関
与
し
た
岡
正
雄
に
原
稿
が
渡
さ
れ
た
時
期
は
特
定
し
得
な
い
が
、
そ
れ
が
草
稿
成
立
の
直
後
で
あ
っ
た
と
し
て
、
し
か
も
柳
田
の
拒
絶
に
会
う
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
活
字
化
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
発
行
時
期
は
『
雪
国
の
春
』
と
前
後
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。「
お
と
づ
れ
人
」
の
変
化
推
移
を
説
き
、
蓑
笠
姿
、
乞
食
者
、
門
芸
人
、
小
正
月
や
元
日
に
家
々
の
門
戸
を
歴
訪
す
る
妖
怪
、
楽
土
か
ら
人
間
の
村
を
訪
れ
る
沖
縄
の
神
、「
あ
ん
が
ま
あ
」
の
よ
う
な
群
行
す
る
祖
先
の
霊
、
な
ど
を
例
に
あ
げ
て
「
ま
れ
び
と
」
を
論
じ
る
こ
の
論
考
は
、
直
接
的
な
言
及
を
欠
く
も
の
の
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
投
書
記
事
を
窺
わ
せ
る
記
述
を
含
む
。
小
正
月
或
は
元
日
に
、
妖
怪
の
出
て
来
る
の
は
、
主
と
し
て
奥
羽
地
方
で
あ
る
。
な
も
み
は
げ
た
か
・
な
ま
は
げ
・
が
ん
ぼ
う
・
も
う
こ
な
ど
と
言
ふ
名
で
、
通
有
点
は
蓑
を
着
て
、
恐
ろ
し
い
面
を
被
つ
て
、
名
称
に
負
う
た
通
り
の
唱
へ
言
、
或
は
唸
り
声
を
発
し
て
家
々
に
踊
り
こ
ん
で
、
農
村
生
活
に
於
け
る
不
徳
を
懲
す
形
を
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
私
は
地
方
々
々
の
民
間
語
原
説
は
ど
う
あ
ら
う
と
も
、
な
ま
・
な
も
み
は
、
玄
猪
の
「
海
鼠
」
と
語
原
を
一
つ
に
し
た
も
の
で
、
お
と
づ
れ
人
の
名
で
な
く
ば
、
其
目
的
と
し
て
懲
ら
さ
う
と
す
る
者
の
呼
称
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
さ
う
で
な
く
ば
少
く
と
も
、
我
が
古
代
の
村
々
の
、
来
向
ふ
春
の
祝
言
の
必
須
文
言
で
あ
つ
た
と
だ
け
は
言
は
れ
よ
う
。
此
妖
怪
、
実
は
村
の
若
い
衆
の
仮
装
な
の
で
あ
る
。
村
の
若
者
が
人
外
の
者
に
扮
し
て
、
年
頭
の
行
事
と
し
て
、
村
の
家
々
を
歴
訪
す
る
と
言
ふ
の
は
、
ど
う
言
ふ
意
味
で
あ
ら
う
か
。
何
に
し
て
も
、
不
得
要
領
な
ほ
と
 

と
同
じ
系
統
で
、
ま
だ
其
程
に
固
定
し
て
居
な
い
も
の
だ
と
言
ふ
事
は
知
れ
る
。
（
折
口
信
夫
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」『
民
族
』
四
巻
二
号
、
一
九
二
九
年
一
月
、
一
六
〜
一
七
頁
）
な
も
み
は
げ
た
か
一
三
自
撰
年
譜
の
起
筆
時
期
に
信
頼
が
お
け
る
な
ら
ば
、
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」
論
は
、
投
書
記
事
を
き
っ
か
け
に
大
き
く
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
「
な
ま
は
げ
・
が
ん
ぼ
う
・
も
う
こ
」
な
ど
は
、
一
九
二
六
年
一
月
の
『
民
族
』
の
報
告
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
⑹
、
投
書
記
事
の
一
年
後
の
情
報
で
あ
る
。「
目
の
よ
る
処
に
珠
」
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
五
「
雪
国
の
春
」
先
に
見
た
よ
う
に
、「
翁
の
発
生
（
承
前
）」
に
お
い
て
、
折
口
は
『
雪
国
の
春
』
に
対
す
る
自
説
の
優
先
を
主
張
し
て
い
る
。
折
口
が
注
目
す
る
の
は
、
折
口
な
り
に
表
現
す
れ
ば
、
柳
田
が
「
春
の
ま
れ
び
と
」「
一
人
称
発
想
の
文
学
の
発
生
」
に
示
し
た
関
心
で
あ
り
、
「
真
澄
遊
覧
記
を
読
む
」
に
お
い
て
復
元
し
た
「
な
も
み
は
げ
た
か
」
の
妖
怪
の
古
い
姿
で
あ
る
。「「
春
の
鬼
」
に
関
す
る
愚
か
な
仮
説
が
、
先
生
に
よ
つ
て
見
か
は
す
ば
か
り
に
立
派
に
育
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
た
」（
折
口
一
九
二
八：
一
八
）
と
明
記
す
る
折
口
に
は
、
有
力
な
確
信
か
相
当
の
思
い
こ
み
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
同
種
の
小
正
月
の
慣
行
に
関
す
る
知
識
は
、
柳
田
や
折
口
の
よ
う
な
当
時
の
研
究
者
で
あ
れ
ば
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
『
風
俗
画
報
』
な
ど
の
記
事
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
佐
々
木
喜
善
は
、『
遠
野
物
語
』
受
贈
の
柳
田
宛
礼
状
（
一
九
一
〇
年
六
月
一
八
日
付
書
簡
）
で
「
ナ
モ
ミ
タ
ク
リ
」「
カ
セ
ギ
ド
リ
」
に
触
れ
て
お
り
（
佐
々
木
二
〇
〇
三：
一
）、
大
正
期
に
は
、
同
じ
佐
々
木
に
よ
る
「
ヒ
ガ
タ
タ
ク
リ
」「
カ
セ
ギ
ド
リ
」
や
、
伊
能
嘉
矩
に
よ
る
「
ヒ
ガ
タ
タ
ク
リ
」「
ナ
マ
ハ
ギ
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
『
人
類
学
雑
誌
』（『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
を
改
題
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
一
九
一
四
、
伊
能
一
九
一
九
）。
柳
田
自
身
も
、
後
年
で
は
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
八
月
の
遠
野
訪
問
時
に
、
伊
能
嘉
矩
と
の
間
で
「
カ
セ
ギ
ト
リ
」「
火
カ
タ
タ
ク
リ
」「
ナ
ゴ
ミ
タ
ク
リ
」
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
（
柳
田
二
〇
〇
〇：
二
六
三
）。
そ
こ
で
出
た
菅
江
真
澄
と
男
鹿
半
島
の
話
は
、
伊
能
に
よ
る
前
年
の
『
人
類
学
雑
誌
』
の
報
告
内
容
に
照
応
す
る
。
遠
野
か
ら
気
仙
沼
、
釜
石
を
経
た
柳
田
は
、
大
槌
の
宿
舎
で
「
ナ
ゴ
ミ
タ
ク
リ
」「
ガ
ン
ボ
ウ
」
な
も
み
は
げ
た
か
一
四
「
モ
ウ
コ
」
の
話
を
詳
し
く
聞
い
た
と
い
う
（
柳
田
一
九
三
四：
一
一
〜
一
二
）。
さ
ら
に
、
旅
の
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
秋
田
図
書
館
で
、
柳
田
は
『
真
澄
遊
覧
記
』
に
目
を
通
し
た
ら
し
い
（
石
井
二
〇
〇
六
ａ：
三
六
）。
遠
野
で
の
話
題
を
確
認
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
正
末
年
ま
で
の
柳
田
は
、
こ
の
よ
う
な
ナ
マ
ハ
ゲ
の
類
例
を
、
広
く
小
正
月
行
事
の
中
心
に
据
え
て
論
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
九
二
二
年
一
月
一
六
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
、
柳
田
の
執
筆
し
た
「
小
正
月
の
晩
」
は
、
月
明
か
り
に
少
年
た
ち
が
「
如
何
に
も
神
の
使
な
ど
の
や
う
に
、
不
思
議
な
形
式
を
以
て
訪
問
す
る
」
慣
行
に
着
目
し
、「
ほ
と
 

」「
こ
と
 

」「
と
ろ
べ
い
」「
と
び
 

」「
か
せ
と
り
」「
茶
せ
子
」
な
ど
の
行
事
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
小
正
月
行
事
も
ま
た
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』『
風
俗
画
報
』『
郷
土
研
究
』
な
ど
を
通
じ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
柳
田
は
、
こ
れ
ら
を
「
或
地
方
に
於
て
は
主
と
し
て
稲
作
の
豊
熟
を
祝
ひ
、
他
の
地
方
で
は
花
嫁
の
丈
夫
で
、
子
福
者
な
ら
ん
こ
と
を
予
言
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
厳
重
な
儀
式
で
あ
る
、
と
見
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
議
論
を
深
め
て
は
い
な
い
。「
ヒ
ガ
タ
タ
ク
リ
」
や
「
ナ
マ
ハ
ギ
」
は
、
妖
怪
の
類
と
し
て
、
子
供
の
行
事
と
並
置
し
て
み
る
着
想
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
六
年
一
月
の
『
婦
人
之
友
』
に
発
表
し
た
「
雪
国
の
春
」
は
、
沖
縄
八
重
山
の
島
々
と
小
正
月
の
仮
装
の
訪
問
者
を
結
び
つ
け
て
、「
歳
の
神
に
仕
え
て
居
た
生
活
の
痕
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
土
各
地
の
小
正
月
行
事
に
つ
い
て
も
、
小
児
の
遊
技
に
近
い
行
事
を
数
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
男
鹿
の
「
な
ま
は
ぎ
」
や
閉
伊
の
「
な
ご
み
た
く
り
」
を
合
わ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
八
重
山
の
島
々
の
例
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
海
南
小
記
」
の
穂
利
祭
の
二
日
目
の
暮
方
に
出
る
赤
又
黒
又
の
二
神
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
折
口
信
夫
に
よ
る
「
ま
れ
び
と
」
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
雪
国
の
多
く
の
町
に
、
正
月
十
五
日
之
（
綱
曳
き
の
神
事＝
八
木
注
）
を
行
ふ
他
に
、
朝
鮮
の
半
島
に
も
同
じ
日
に
行
は
れ
、
南
は
沖
縄
八
重
山
の
島
々
に
も
、
日
は
ち
が
ふ
が
殆
ど
同
じ
式
が
行
は
れ
た
。
同
じ
く
穀
祭
の
前
に
は
二
人
の
若
者
が
神
に
扮
し
て
、
此
等
の
孤
島
の
村
々
に
も
訪
れ
た
。
本
土
の
各
地
で
は
其
神
事
が
や
ゝ
弛
ん
で
、
小
児
の
遊
技
の
や
う
に
な
ら
う
と
し
て
居
る
が
、
こ
れ
も
正
月
十
五
日
の
前
の
宵
で
、
或
は
タ
な
も
み
は
げ
た
か
一
五
ビ
 

ト
ビ
 

と
謂
ひ
、
又
は
ホ
ト
 

コ
ト
 

な
ど
ゝ
、
戸
を
叩
く
音
を
以
て
呼
ば
れ
て
居
る
の
み
で
、
祝
言
を
家
々
に
も
た
ら
す
行
事
は
一
で
あ
る
。
宮
城
福
島
に
於
て
は
茶
せ
ん
子
と
も
笠
鳥
と
も
謂
つ
て
居
る
。
そ
れ
が
今
一
つ
北
に
行
く
と
、
却
つ
て
古
風
を
存
し
て
南
の
果
に
近
く
、
敬
虔
な
る
若
者
が
仮
面
を
被
り
、
藁
の
衣
装
で
身
を
包
ん
で
、
神
の
語
を
伝
え
に
来
る
の
で
、
殊
に
怠
惰
の
者
を
憎
み
罰
せ
ん
と
す
る
故
に
、
之
を
「
な
ま
は
ぎ
」
と
も
「
な
ご
み
た
く
り
」
と
も
、
又
「
ひ
か
た
た
く
り
」
と
も
称
す
る
の
で
あ
る
。
閉
伊
や
男
鹿
島
の
蝦
夷
の
住
ん
だ
国
に
も
、
入
代
つ
て
我
々
の
神
を
敬
す
る
同
胞
が
、
早
い
昔
か
ら
邑
里
を
構
え
、
満
天
の
風
雪
を
物
と
も
せ
ず
、
暦
が
春
を
告
ぐ
る
毎
に
古
式
を
繰
返
し
て
、
歳
の
神
に
仕
え
て
居
た
生
活
の
痕
で
あ
る
。
（
柳
田
国
男
「
雪
国
の
春
」『
婦
人
之
友
』
二
〇
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一
月
、
六
〇
頁
）
「
祝
言
を
家
々
に
も
た
ら
」
し
「
神
の
語
を
伝
え
に
来
る
」
小
正
月
の
仮
装
者
に
、
訪
れ
る
神
を
見
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」
の
仮
説
に
重
な
る
。
柳
田
の
記
述
は
慎
重
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
「
ま
れ
び
と
」
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
来
訪
者
を
「
神
」
そ
の
も
の
と
見
る
こ
と
も
な
い
。「
な
ま
は
ぎ
」「
な
ご
み
た
く
り
」「
ひ
か
た
た
く
り
」
な
ど
の
呼
称
も
、
佐
々
木
喜
善
や
伊
能
嘉
矩
の
報
告
と
自
身
の
採
集
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
折
口
が
一
年
前
に
見
出
し
た
投
書
記
事
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、「
小
正
月
の
晩
」
と
「
雪
国
の
春
」
の
間
に
は
、
大
き
な
飛
躍
が
見
ら
れ
る
。「
海
南
小
記
」
と
「
雪
国
の
春
」
の
間
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。「
海
南
小
記
」
で
一
旦
切
り
離
さ
れ
た
「
永
く
神
の
御
幸
の
昔
の
悦
ば
し
き
を
味
は
ふ
こ
と
が
出
来
た
」
八
重
山
の
島
々
と
、「
無
邪
気
な
童
子
等
の
口
を
仮
り
て
せ
め
て
は
春
の
初
め
に
は
耳
に
快
い
祝
福
の
言
を
聴
か
う
と
し
た
が
、
根
本
に
於
て
既
に
縋
る
べ
き
も
の
を
忘
れ
た
為
に
、
是
も
亦
古
臭
い
戯
れ
ご
と
と
為
つ
て
し
ま
つ
」
た
本
土
と
の
懸
隔
に
、
新
た
な
接
近
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
点
で
、
二
年
後
、『
雪
国
の
春
』
の
巻
頭
に
配
さ
れ
る
こ
の
論
考
の
成
立
に
、
折
口
の
な
に
が
し
か
の
媒
介
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
想
像
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
も
み
は
げ
た
か
一
六
六
「
を
が
さ
べ
り
」
と
『
雪
国
の
春
』
柳
田
は
「
雪
国
の
春
」
の
翌
年
、
一
九
二
七
年
五
月
に
男
鹿
半
島
一
周
の
旅
を
し
て
い
る
。
閉
伊
や
遠
野
で
「
な
ご
み
た
く
り
」
や
「
ひ
か
た
た
く
り
」
の
理
解
を
深
め
、「
雪
国
の
春
」
で
「
な
ま
は
ぎ
」
に
言
及
し
た
柳
田
に
と
っ
て
、
男
鹿
半
島
は
も
う
一
つ
の
訪
ね
る
べ
き
土
地
で
あ
っ
た
。
前
年
、
前
々
年
に
は
、
小
野
武
夫
ら
に
よ
る
男
鹿
地
方
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
の
報
告
も
相
次
い
で
（
小
野
一
九
二
五
、
三
浦
一
九
二
六
）、
機
は
熟
し
て
い
た
と
い
え
る
。
男
鹿
半
島
一
周
の
案
内
役
は
、
奈
良
環
之
助
が
つ
と
め
た
（
奈
良
一
九
六
三
）。
一
九
二
三
年
、
奈
良
は
小
野
武
夫
に
ナ
マ
ハ
ゲ
の
話
を
し
て
お
り
（
小
野
一
九
二
五：
八
二
）、
柳
田
の
訪
問
時
に
も
、
旧
師
に
自
ら
有
す
る
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
を
伝
え
た
は
ず
で
あ
る
。
男
鹿
の
風
景
を
論
じ
た
紀
行
文
「
を
が
さ
べ
り
」
は
、
柳
田
の
帰
京
後
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
秋
田
版
に
連
載
さ
れ
た
。
長
く
所
在
が
確
認
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
が
（
赤
坂
一
九
九
七：
八
四
六
）、
石
井
正
己
の
呼
び
か
け
に
応
答
が
あ
り
、
秋
田
県
議
会
図
書
室
所
蔵
の
新
聞
切
抜
き
帳
『
古
今
帖
』
の
四
〇
巻
に
、（
一
）
か
ら
（
一
五
）
ま
で
の
連
載
の
す
べ
て
が
貼
付
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
石
井
二
〇
〇
六
ｂ：
五
一
〜
五
六
）。
初
回
（
一
）
の
切
抜
き
に
は
、
手
書
き
で
「
昭
和
二
、
七
、
五
、
東
京
朝
日
新
聞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
印
刷
部
分
の
日
付
は
残
さ
れ
て
い
な
い
⑺
。『
雪
国
の
春
』
が
編
ま
れ
る
際
に
（
一
〇
）
が
外
さ
れ
、
残
り
一
四
回
分
に
見
出
し
が
付
さ
れ
た
。「
ナ
マ
ハ
ギ
」
を
主
題
と
し
た
の
は
（
六
）
で
あ
る
。『
雪
国
の
春
』
で
は
、「
お
が
さ
べ
り
（
男
鹿
風
景
談
）」
と
題
し
た
章
の
中
に
、「
正
月
様
の
訪
問
」
の
見
出
し
を
付
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
柳
田
一
九
二
八：
二
七
〇
〜
二
七
四
）。
こ
の
回
の
記
事
は
、「
ナ
マ
ハ
ギ
」
の
話
題
に
始
ま
り
、
奥
州
の
太
平
洋
側
で
は
そ
れ
が
「
ナ
ゴ
ミ
」「
ヒ
カ
タ
タ
ク
リ
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
南
へ
移
動
し
な
が
ら
「
サ
セ
ド
リ
」「
チ
ャ
セ
ン
ゴ
」「
タ
ビ
タ
ビ
」「
ホ
ト
ホ
ト
」「
コ
ト
コ
ト
」「
カ
ユ
ヅ
リ
」「
ト
ビ
ト
ビ
」
な
ど
と
、
関
東
、
中
国
、
瀬
戸
内
か
ら
九
州
ま
で
の
類
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
「
八
重
山
群
島
の
村
々
」
に
ま
で
比
な
も
み
は
げ
た
か
一
七
較
を
及
ぼ
し
て
い
る
。「
雪
国
の
春
」
と
逆
の
順
序
で
南
か
ら
北
へ
と
進
み
、「
一
年
の
始
め
に
遠
い
国
か
ら
、
村
を
訪
づ
れ
る
神
に
擬
し
た
も
の
」
を
解
説
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
旨
は
「
雪
国
の
春
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
連
載
記
事
（
六
）
と
、
半
年
後
に
出
た
単
行
本
『
雪
国
の
春
』
の
「
正
月
様
の
訪
問
」
を
い
ち
早
く
比
較
し
た
石
井
正
己
は
、
分
量
が
五
割
ほ
ど
増
え
て
変
更
が
著
し
い
こ
と
、
微
妙
な
書
き
換
え
で
よ
り
正
確
に
な
り
臨
場
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
連
載
の
「
ナ
マ
ハ
ギ
と
同
じ
く
そ
の
日
は
ど
こ
の
国
で
も
必
ず
小
正
月
の
晩
に
限
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
箇
所
は
、『
雪
国
の
春
』
で
は
「
閉
伊
の
ナ
ゴ
ミ
も
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ギ
も
よ
く
似
て
居
て
、
其
時
期
は
ど
こ
の
国
で
も
、
必
ず
正
月
十
四
日
の
深
夜
に
限
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
是
が
本
来
我
々
の
年
の
神
の
姿
で
あ
つ
た
の
だ
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
石
井
は
「
即
ち
」
以
下
の
一
文
が
書
き
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
民
俗
事
象
の
深
層
に
潜
む
起
源
を
明
ら
か
に
」
す
る
周
到
な
変
換
で
あ
る
と
見
て
い
る
（
石
井
二
〇
〇
六
ｂ：
五
二
〜
五
四
）。
「
本
来
我
々
の
年
の
神
の
姿
」
と
し
た
部
分
の
変
更
は
、
石
井
の
指
摘
通
り
重
要
で
あ
る
。
同
様
に
「
神
」
に
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き
変
更
箇
所
が
、
他
に
も
見
出
さ
れ
る
。「
太
平
洋
に
面
し
た
奥
州
の
一
部
で
は
、
ナ
マ
ハ
ギ
と
同
じ
も
の
を
、
ナ
ゴ
ミ
ま
た
は
ヒ
カ
タ
タ
ク
リ
と
呼
び
」
と
い
う
件
で
は
、「
ナ
マ
ハ
ギ
と
同
じ
も
の
」
が
「
こ
の
小
正
月
の
晩
に
来
る
蓑
笠
の
神
様
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
終
の
段
落
に
も
、
柳
田
の
推
敲
の
手
が
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
海
を
越
え
て
遙
か
南
の
八
重
山
群
島
の
村
々
に
は
、
ま
た
男
鹿
と
同
じ
く
、
至
つ
て
謹
厳
な
る
信
仰
を
も
つ
て
、
こ
れ
を
迎
へ
て
一
年
の
祝
い
ご
と
を
、
聴
か
う
と
す
る
風
習
が
あ
る
と
は
、
前
に
海
南
小
記
の
中
に
少
し
ば
か
り
述
べ
て
置
い
た
。
こ
れ
は
一
年
の
始
め
に
遠
い
国
か
ら
、
村
を
訪
れ
る
神
に
擬
し
た
も
の
で
、
男
鹿
で
は
そ
の
神
を
神
山
の
峰
か
ら
、
降
り
て
く
る
も
の
と
信
じ
て
居
た
の
で
あ
る
。
（「
を
が
さ
べ
り
（
六
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
秋
田
版
一
九
二
七
年
七
月
か
？
）
と
こ
ろ
が
海
を
越
え
て
遙
か
南
の
、
八
重
山
群
島
の
村
々
に
於
て
は
、
又
北
の
果
の
男
鹿
半
島
と
同
じ
や
う
に
、
至
つ
て
謹
厳
な
る
信
仰
を
以
て
、
な
も
み
は
げ
た
か
一
八
之
を
迎
へ
て
一
年
の
祝
ひ
言
を
聴
か
う
と
す
る
習
が
あ
る
。
此
こ
と
は
曾
て
海
南
小
記
の
中
に
些
し
ば
か
り
述
べ
て
置
い
た
が
、
其
は
変
化
の
色
々
の
段
階
が
地
方
的
に
異
な
る
と
い
ふ
の
み
で
、
本
来
一
つ
の
根
源
に
出
づ
る
こ
と
は
、
比
較
を
し
た
人
な
ら
ば
疑
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
。
即
ち
一
年
の
境
に
、
遠
い
国
か
ら
村
を
訪
れ
て
遙
々
と
神
の
来
る
こ
と
を
、
確
信
せ
し
め
ん
が
為
の
計
画
あ
る
幻
し
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
男
鹿
人
の
如
き
は
当
然
に
彼
等
の
ナ
マ
ハ
ギ
を
、
霊
山
の
嶺
よ
り
降
り
来
る
も
の
と
認
め
て
居
た
が
故
に
、
こ
の
深
い
山
水
因
縁
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
（
柳
田
国
男
『
雪
国
の
春
』
岡
書
院
、
一
九
二
八
年
二
月
、
二
七
四
頁
）
「
村
を
訪
れ
る
神
に
擬
し
た
も
の
」
と
「
遙
々
と
神
の
来
る
こ
と
を
、
確
信
せ
し
め
ん
が
為
の
計
画
あ
る
幻
し
」、
あ
る
い
は
「
降
り
て
く
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
」
と
「
降
り
来
る
も
の
と
認
め
て
居
た
」
な
ど
の
違
い
は
、
と
も
に
ま
こ
と
に
微
妙
で
は
あ
る
が
、
訪
れ
る
神
を
信
じ
る
人
々
の
心
意
に
多
少
と
も
寄
り
添
っ
た
表
現
へ
の
書
き
換
え
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
井
の
い
う
「
臨
場
感
」
が
増
し
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
話
法
の
変
換
と
い
う
に
近
い
。
ち
ょ
う
ど
「
海
南
小
記
」
の
「
二
色
人
」
に
お
け
る
「
新
宮
良
の
住
民
は
、
祭
り
の
日
に
人
が
神
と
為
る
こ
と
を
よ
く
知
つ
て
、
而
も
人
が
神
に
扮
す
る
こ
と
は
知
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
」
と
い
う
対
比
に
も
似
て
、
そ
の
前
者
の
表
現
に
比
重
が
移
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
新
た
に
付
さ
れ
た
「
正
月
様
の
訪
問
」
と
い
う
見
出
し
に
も
、「
年
の
神
の
姿
」
や
「
蓑
笠
の
神
様
」
と
同
様
に
、
こ
れ
を
迎
え
る
人
々
か
ら
見
れ
ば
「
神
」
で
あ
る
、
と
い
う
行
為
者
の
主
観
に
基
づ
く
直
截
的
な
命
名
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
事
実
を
重
視
す
る
す
る
柳
田
に
し
て
は
、
や
や
踏
み
込
ん
だ
表
現
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
の
「
雪
国
の
春
」
で
「
今
一
つ
北
に
行
く
と
、
却
つ
て
古
風
を
存
し
て
南
の
果
に
近
く
」（
柳
田
一
九
二
六：
六
〇
）
と
、
南
北
の
一
致
に
言
及
し
た
柳
田
は
、
連
載
か
ら
単
行
本
へ
の
移
行
に
際
し
て
、「
此
こ
と
は
曾
て
海
南
小
記
の
中
に
」
以
下
の
一
文
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
確
信
を
深
め
て
い
る
。
同
じ
昭
和
二
年
に
は
、「
蝸
牛
考
」（
一
九
二
七
年
五
月
〜
七
月
）
を
発
表
し
て
方
言
の
周
圏
を
説
き
、「
南
海
の
島
々
と
奥
羽
の
端
と
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
至
つ
て
大
切
で
あ
り
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
（
柳
田
一
九
二
七：
一
六
六
）。
い
わ
ば
強
い
自
信
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
柳
田
は
沖
縄
か
ら
東
北
に
至
る
広
域
、
あ
る
い
は
日
本
の
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
遠
い
国
か
ら
遙
々
と
神
の
訪
ね
て
来
る
こ
と
を
論
じ
得
た
、
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
も
み
は
げ
た
か
一
九
七折
口
と
柳
田
と
「
雪
国
の
春
」（
一
九
二
六
年
一
月
）
か
ら
、
男
鹿
半
島
一
周
旅
行
と
「
を
が
さ
べ
り
」
の
新
聞
連
載
を
経
て
、『
雪
国
の
春
』（
一
九
二
八
年
二
月
）
の
刊
行
ま
で
は
、
二
年
余
り
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
『
雪
国
の
春
』
に
は
、
両
論
考
に
加
え
て
、
急
ぎ
書
き
下
ろ
し
た
「
真
澄
遊
覧
記
を
読
む
」⑻
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
菅
江
真
澄
の
見
聞
し
た
近
世
の
東
北
の
村
々
の
正
月
が
、
カ
セ
ギ
ド
リ
や
パ
カ
パ
カ
な
ど
の
行
事
を
含
め
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
雪
国
の
春
』
に
お
い
て
、
ナ
マ
ハ
ギ
や
そ
の
類
例
を
め
ぐ
る
解
釈
は
、
柳
田
の
広
い
目
配
り
の
も
と
で
、
短
期
間
の
う
ち
に
も
美
し
い
表
現
を
通
じ
て
見
事
に
示
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
雪
国
の
春
』
刊
行
の
時
点
で
は
、「
な
も
み
た
く
り
」
を
扱
う
折
口
信
夫
の
い
か
な
る
論
考
も
、
ま
だ
活
字
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
繰
り
返
す
が
、「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
の
起
筆
や
脱
稿
時
期
に
つ
い
て
の
、
折
口
の
自
撰
年
譜
等
の
記
述
が
誤
り
で
な
く
、
同
稿
の
『
民
族
』
へ
の
掲
載
が
、
岡
正
雄
の
回
顧
す
る
通
り
、
柳
田
に
起
因
す
る
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、「
翁
の
発
生
（
承
前
）」
で
折
口
が
示
す
、
自
説
の
優
先
に
対
す
る
過
剰
と
も
思
え
る
拘
泥
や
、
山
崎
楽
堂
の
発
表
の
話
題
に
こ
と
寄
せ
た
、
暗
に
柳
田
に
向
け
ら
れ
た
と
思
え
る
、
学
者
の
道
義
を
説
く
厳
し
い
姿
勢
も
、
そ
れ
と
し
て
首
肯
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岡
茂
雄
『
本
屋
風
情
』
に
よ
れ
ば
、
柳
田
は
『
雪
国
の
春
』
の
出
版
を
一
九
二
七
年
一
一
月
下
旬
に
着
手
し
、
翌
年
一
月
中
の
刊
行
を
目
指
し
た
と
い
う
（
岡
一
九
七
四
）⑼
。
石
井
正
己
は
、
柳
田
の
急
い
た
原
因
を
、
江
戸
時
代
か
ら
出
版
は
正
月
に
す
る
習
慣
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
九
二
八
年
九
月
の
真
澄
百
年
祭
の
準
備
に
向
け
て
、『
雪
国
の
春
』
を
題
名
に
相
応
し
い
時
期
に
刊
行
す
る
こ
と
、
な
ど
へ
の
柳
田
の
こ
だ
わ
り
に
求
め
て
い
る
（
石
井
二
〇
〇
六
ａ：
三
七
）。『
雪
国
の
春
』
と
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
に
至
る
微
妙
な
過
程
の
理
解
を
目
指
し
て
推
測
を
重
ね
た
小
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
柳
田
が
刊
行
を
逸
る
心
の
内
に
、「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
の
原
稿
が
あ
っ
た
、
と
の
憶
測
を
加
え
る
誘
惑
を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
永
池
健
二
は
、「
柳
田
か
ら
み
れ
ば
、
採
集
資
料
と
な
も
み
は
げ
た
か
二
〇
文
献
資
料
の
区
別
も
な
く
、
論
証
の
手
続
き
に
も
無
頓
着
で
、
あ
た
か
も
自
己
の
内
的
な
思
考
の
過
程
を
そ
の
ま
ま
叙
述
し
た
よ
う
な
折
口
の
文
章
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
掲
載
拒
否
の
論
理
を
解
説
し
た
が
（
永
池
一
九
八
八：
七
六
三
）、
さ
ら
に
岡
正
雄
の
い
う
「
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
ひ
っ
か
か
り
」
が
（
岡
一
九
七
三：
一
三
五
）、「
ま
れ
び
と
」
と
「
な
も
み
た
く
り
」
を
巻
き
込
ん
で
生
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
と
の
複
雑
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
西
村
亨
『
折
口
信
夫
と
そ
の
古
代
学
』
が
、
か
な
り
の
頁
を
割
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
西
村
に
よ
れ
ば
、
柳
田
は
「
採
集
さ
れ
た
事
実
を
重
く
見
て
、
解
釈
が
先
走
り
す
る
こ
と
を
抑
え
よ
う
と
す
る
」
し
、
折
口
は
「
連
想
の
は
た
ら
き
が
飛
躍
し
て
常
人
の
思
い
及
び
が
た
い
理
論
を
構
築
す
る
」。
西
村
も
ま
た
、「
民
俗
学
を
人
文
科
学
の
一
分
野
と
し
て
、
採
集
し
た
民
俗
の
比
較
か
ら
自
然
な
結
論
へ
導
い
て
ゆ
く
と
い
う
学
問
の
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
柳
田
に
と
っ
て
、
二
段
階
も
三
段
階
も
飛
び
越
し
て
結
論
へ
と
飛
躍
し
て
ゆ
く
折
口
の
思
考
は
き
わ
め
て
危
険
な
も
の
と
映
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
述
べ
て
、
永
池
と
同
様
に
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
の
掲
載
拒
絶
の
背
景
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
（
西
村
一
九
九
九：
三
二
四
〜
三
三
〇
）。
残
念
な
が
ら
、
西
村
の
議
論
の
前
提
と
な
る
事
実
認
識
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
思
い
込
み
や
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
⑽
、
他
方
、
次
の
記
述
を
見
れ
ば
、
か
く
あ
れ
か
し
と
の
願
い
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
折
口
の
心
の
動
き
を
推
量
す
る
弟
子
の
ま
な
ざ
し
に
は
妥
当
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
折
口
の
心
中
に
は
こ
と
ば
に
余
る
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
翁
の
発
生
」
の
読
者
に
は
柳
田
・
折
口
の
師
弟
関
係
、
折
口
の
所
説
に
通
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
柳
田
の
「
雪
国
の
春
」
以
前
に
折
口
が
来
訪
神
に
つ
い
て
説
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
た
人
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
折
口
と
し
て
は
、
自
己
の
ま
れ
び
と
論
の
証
拠
を
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
れ
び
と
論
に
は
そ
れ
だ
け
の
愛
着
を
持
っ
て
い
た
し
、
柳
田
と
い
う
大
き
な
存
在
の
前
に
自
己
の
ま
れ
び
と
論
が
霧
消
し
て
し
ま
う
恐
れ
さ
え
感
じ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
も
と
よ
り
柳
田
と
発
表
の
前
後
を
争
う
な
ど
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
世
間
の
目
に
師
弟
の
学
説
の
交
流
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
か
満
足
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
な
も
み
は
げ
た
か
二
一
（
西
村
亨
『
折
口
信
夫
と
そ
の
古
代
学
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
三
月
、
三
二
三
頁
）
お
わ
り
に
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
は
、
柳
田
が
編
集
か
ら
手
を
引
い
た
後
の
『
民
族
』
四
巻
二
号
（
一
九
二
九
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
時
を
お
か
ず
に
「
国
文
学
の
発
生
第
三
稿
」
と
表
題
を
変
え
て
、『
古
代
研
究
第
二
部
国
文
学
篇
』（
一
九
二
九
年
四
月
）
の
巻
頭
を
飾
っ
た
。
翌
一
九
三
〇
年
の
東
北
旅
行
で
は
、
折
口
は
、
下
閉
伊
郡
安
家
で
な
も
み
の
面
を
入
手
し
、
男
鹿
半
島
へ
の
初
の
訪
問
を
果
た
し
た
。
船
川
局
消
印
の
絵
は
が
き
に
記
し
た
、「
こ
ゝ
は
、
ど
こ
や
ら
、
わ
か
り
ま
す
か
、
と
う
 

来
ま
し
た
」
の
文
言
に
は
、
折
口
の
格
別
に
深
い
思
い
が
こ
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
柳
田
に
三
年
遅
れ
て
男
鹿
半
島
の
地
を
踏
ん
だ
折
口
の
感
慨
は
、
こ
の
旅
の
始
め
に
訪
ね
た
遠
野
の
「
六
角
牛
の
翠
微
を
望
ん
で
」、
二
〇
年
前
の
柳
田
に
抱
い
た
羨
望
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
問
う
て
み
た
い
気
が
す
る
。
そ
の
後
も
、
折
口
は
「
な
も
み
た
く
り
」
を
語
っ
た
が
、
と
く
に
秋
田
の
人
々
に
向
け
た
二
度
の
新
聞
記
事
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
を
単
な
る
奇
習
と
し
て
で
は
な
く
、
秋
田
を
代
表
す
る
民
俗
行
事
へ
と
再
想
像
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
他
方
、
柳
田
の
『
雪
国
の
春
』
は
、「
ナ
マ
ハ
ギ
」
の
議
論
に
留
ま
ら
ず
、
優
れ
た
東
北
文
化
論
で
も
あ
り
、
ま
た
「
全
国
的
綜
合
」
を
目
指
し
て
民
俗
学
の
研
究
が
進
展
し
て
行
く
出
発
点
と
も
な
る
べ
き
書
で
あ
っ
た
。
東
北
と
沖
縄
の
遠
方
の
一
致
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
の
後
、「
東
北
と
郷
土
研
究
」
や
『
民
間
伝
承
論
』
に
お
い
て
磨
き
を
か
け
ら
れ
、
日
本
民
俗
学
の
確
立
を
支
え
る
方
法
と
な
っ
た
。
柳
田
の
ナ
マ
ハ
ゲ
へ
の
関
心
は
、「
妖
怪
古
意
│
言
語
と
民
俗
と
の
関
係
│
」
や
『
歳
時
習
俗
語
彙
』
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
こ
で
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
そ
の
類
例
に
は
「
小
正
月
の
訪
問
者
」
の
用
語
が
充
て
ら
れ
、
神
を
思
わ
せ
る
表
現
は
姿
を
消
す
。
揺
ら
ぎ
は
解
消
さ
れ
、
眼
前
の
事
実
を
連
ね
る
こ
と
に
重
点
は
移
る
の
で
あ
る
。
ナ
マ
ハ
ギ
を
妖
怪
と
し
て
論
じ
る
前
者
の
論
考
で
、
柳
田
は
「
ナ
モ
ミ
コ
剥
げ
た
か
剥
げ
た
か
よ
庖
丁
コ
磨
げ
た
か
磨
げ
た
か
よ
あ
づ
き
コ
煮
え
た
か
煮
え
た
か
よ
」
の
文
句
を
紹
介
し
て
い
る
（
柳
田
一
な
も
み
は
げ
た
か
二
二
九
三
四：
九
）。
出
典
の
明
示
は
な
い
が
、
ま
さ
し
く
一
九
二
五
年
正
月
の
投
書
記
事
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
あ
っ
た
⑾
。
そ
れ
は
折
口
が
一
度
た
り
と
も
、
一
字
も
過
た
ず
に
伝
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
小
論
は
、
柳
田
国
男
研
究
で
も
折
口
信
夫
論
で
も
な
い
。
近
代
に
お
い
て
ナ
マ
ハ
ゲ
が
民
俗
文
化
と
し
て
「
発
見
」
さ
れ
、
や
が
て
そ
の
知
識
や
情
報
が
一
般
に
普
及
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
国
の
民
俗
学
を
導
い
た
二
人
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
大
正
末
期
の
新
聞
記
事
を
糸
口
に
し
て
一
部
検
証
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
註⑴
明
治
期
の
報
告
に
は
、「
竹
笊
ノ
大
面
ニ
金
銀
箔
紙
ヲ
裝
シ
五
色
ヲ
彩
リ
テ
」（
佐
藤
一
八
九
五：
二
四
九
）、「
彩
色
し
た
る
杉
皮
或
は
紙
製
の
鬼
面
を
被
ひ
」（
升
谷
一
八
九
七：
一
七
）
な
ど
と
彩
色
に
言
及
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。
⑵
「
ま
れ
び
と
」
の
用
語
は
「
呪
言
の
展
開
│
日
本
文
学
の
発
生
そ
の
二
│
」
に
お
い
て
定
着
し
た
と
さ
れ
る
（
池
田
一
九
七
八：
四
四
四
、
西
村
一
九
九
九：
二
八
八
〜
二
九
三
）。
⑶
『
古
代
研
究
第
一
部
民
俗
学
篇
二
』「
追
ひ
書
き
」
に
お
い
て
、
比
較
能
力
の
う
ち
「
類
似
点
を
直
感
す
る
傾
向
」
と
し
て
折
口
自
ら
が
定
義
し
て
い
る
（
折
口
一
九
三
〇
「
追
ひ
書
き
」：
一
二
）。
中
村
（
一
九
九
五：
一
四
三
〜
一
四
七
）
を
参
照
の
こ
と
。
⑷
日
付
は
、『
民
俗
芸
術
』
一
巻
一
号
の
「
民
俗
芸
術
の
会
の
記
」
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
回
談
話
会
の
記
録
に
よ
る
。
⑸
岡
正
雄
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
基
づ
く
（
岡
一
九
七
三：
一
三
五
〜
一
三
七
）。
こ
の
記
事
を
引
用
し
て
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」
を
論
じ
た
研
究
は
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、
池
田
（
一
九
七
八
）、
永
池
（
一
九
八
八
）、
西
村
（
一
九
九
九
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
⑹
『
民
族
』
一
巻
二
号
の
「
資
料
・
報
告
・
交
詢
」
欄
に
、「
ガ
ン
ボ
ー
」「
モ
ー
コ
」（
山
本
一
九
二
六
）
や
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」（
三
浦
一
九
二
六
）
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
⑺
秋
田
市
の
西
宮
正
男
が
生
涯
を
か
け
て
編
集
し
た
『
古
今
帖
』
全
二
七
八
巻
（
秋
田
県
議
会
図
書
室
所
蔵
）
に
つ
い
て
は
、『
秋
田
魁
新
報
』
の
記
事
「
ま
さ
に
時
代
の
〝
証
言
集
〞」（
一
九
八
四
年
二
月
二
日
）
を
参
照
の
こ
と
。
⑻
章
末
に
「
昭
和
三
年
一
月
一
六
日
記
」
と
付
さ
れ
て
お
り
、
脱
稿
を
急
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
⑼
記
憶
頼
み
の
回
顧
と
思
わ
れ
、
当
時
の
資
料
を
確
認
し
た
上
で
の
記
述
か
は
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
雪
国
の
春
』
初
版
の
最
大
の
ミ
ス
は
、
な
も
み
は
げ
た
か
二
三
二
七
五
頁
と
二
七
六
頁
の
間
に
一
頁
分
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
本
来
あ
る
べ
き
二
七
六
頁
の
落
丁
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
⑽
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」
論
に
対
し
て
、「
な
も
み
剥
げ
た
か
」
の
投
書
記
事
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
に
、
早
く
に
注
目
し
た
の
は
西
村
亨
（
一
九
九
六
）
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
『
折
口
信
夫
と
そ
の
古
代
研
究
』
は
、
そ
の
関
心
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
折
口
の
テ
キ
ス
ト
の
読
解
が
深
く
、
傾
聴
に
値
す
る
考
察
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
。
①
『
古
代
研
究
第
一
部
民
俗
学
篇
一
』
の
表
記
に
従
っ
た
た
め
に
、
東
京
朝
日
新
聞
の
投
書
記
事
の
日
付
を
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
年
）
一
月
と
し
て
、
一
年
の
誤
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
投
書
記
事
を
確
認
し
た
形
跡
も
な
い
。
②
新
聞
記
事
に
触
発
さ
れ
て
、
折
口
が
一
九
二
四
年
夏
に
男
鹿
に
赴
い
た
、
と
す
る
穂
積
生
萩
の
説
を
根
拠
な
く
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
実
は
確
認
し
得
ず
、
穂
積
説
（
た
と
え
ば
、
穂
積
一
九
九
六
）
は
、
お
そ
ら
く
は
詩
人
の
夢
想
に
近
い
。『
秋
田
魁
新
報
』
の
「
秋
田
に
残
る
奇
習
（
春
来
る
鬼
）」
で
折
口
が
回
顧
す
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
の
旅
で
あ
る
。
③
「
雪
国
の
春
」
の
発
表
時
期
を
大
正
一
四
年
（
一
九
一
四
年
）
一
月
と
し
て
、
一
年
の
誤
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。『
雪
国
の
春
』
に
誤
記
が
あ
り
、
同
書
を
底
本
と
し
た
『
定
本
柳
田
国
男
集
二
』
巻
末
の
「
内
容
細
目
」
も
、
同
じ
誤
り
を
踏
襲
し
て
い
る
。
④
折
口
の
指
摘
を
受
け
る
ま
で
、
柳
田
に
は
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
誤
解
で
あ
る
。
柳
田
は
、
関
連
す
る
地
誌
の
記
述
や
各
種
雑
誌
の
報
告
に
通
じ
て
い
た
ほ
か
、
一
九
二
〇
年
東
北
旅
行
で
も
、
佐
々
木
喜
善
や
伊
能
嘉
矩
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ナ
マ
ハ
ゲ
や
ナ
ゴ
ミ
タ
ク
リ
、
ヒ
カ
タ
タ
ク
リ
の
知
識
を
確
認
し
、
自
ら
も
聴
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
⑾
こ
の
引
用
に
続
く
段
落
で
「
右
の
ナ
モ
ミ
が
野
草
の
名
の
、
ヲ
ナ
モ
ミ
・
メ
ナ
モ
ミ
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
夙
く
折
口
君
な
ど
が
是
を
説
い
た
。
関
係
は
有
る
か
も
知
ら
ぬ
が
少
な
く
と
も
直
接
で
は
無
く
、
又
今
は
ま
だ
少
し
も
証
拠
が
無
い
」
と
し
て
「
翁
の
発
生
（
承
前
）」
の
折
口
の
着
想
を
批
判
し
て
い
る
の
は
、
意
趣
返
し
の
よ
う
に
も
読
め
る
（
柳
田
一
九
三
四：
九
）。
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献
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⑰
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